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いまアパレル業界は苦境に⽴っている ⾐⾷住の⾐は必要不可⽋のはずが・・・ 
 
アパレルの収益⼒が⼤幅に落ち込んでいる（⽇本経済新聞、2020.1.18）。まず、アパレルと
は何かを明確にしなくてはならない。アパレル産業（Wikipedia）では、 
 

アパレル産業とは、⾐服の製造業及び流通業のこと。アパレルは⾐服を意味する英語の古
語に由来する語で、⽇本語では主に洋装系の既製服を指し、また「アパレル産業」の意味に
も⽤いられる。⾐服の企画・製造・卸売を⾏う企業をアパレルメーカーと呼ぶ。 
 
この定義に従うと⾐料の製造・流通のほぼすべてにその範囲が及ぶことになる。⾐⾷住の３
⽂字は重要なものから順番に並べてあるものと考えられる。⽣産の３要素でも、ヒト・モノ・
カネで⼈が⼀番重要なのと同じである。この⼀番重要であるはずの⾐料が不振とのことで
あるから、その原因は何かを追求する必要がある。 
 
新聞紙上ではこの原因として次の２つに触れている。 
 
１．インターネット経由での服の購⼊が当たり前となり、服にお⾦をかける⼈が減った。 
２． 気温が⾼い⽇が続き、コートなどの冬物商品の販売が振るわなかった。 
 
１の服にお⾦をかけないということでは、「低価格でも品質が⾼いユニクロで服は⼗分とい
う消費者が増えている」「ワークマンの台頭など」がその内容となっている。私はこれに加
えて最近の流れとして「古着ショップ（リサイクルショップ）の台頭」もかなりの影響を及
ぼしていると考えている。家の近くに古着ショップが２店あるが、その店内はいつも活気に
あふれている。 
 
アパレルと⾔えば、毎年の流⾏⾊を作り出し、買い替え需要を作り出していた。最近はその
ような話題はついぞ聞かない。Web で調べると、「トレンドカラーはインターカラー（国際
流⾏⾊委員会）という世界 16 カ国が参加している国際組織で会議が⾏われ、（２年も前に）
⽅向性を決めている」とある。 
 
しかし最近は個性の時代。⼈が何といおうと頓着しない。⾃分が良いと思えばそれでよいと
いうのがアパレル不振の根本原因では、と私は考えている。考えてみるに個の時代である。
皆がみんな同じ⽅向性を持つなどということはあり得ない。 



 


